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生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８

　

３
月
２
日
、
つ
な
ぎ
文
化
セ

ン
タ
ー
で
平
成
19
年
度
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
町
民
講
座
や
自
主
活

動
の
発
表
の
場
と
し
て
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
当
日
の
参
加

者
は
約
２
０
０
人
。
同
セ
ン
タ
ー

ロ
ビ
ー
の
展
示
部
門
に
は
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
や
ち
ぎ
り
絵
な
ど
各
教
室

の
自
信
作
が
ず
ら
り
と
な
ら
び
、

ホ
ー
ル
で
は
発
表
部
門
が
２
部
構

成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
琴
の
琴
友
会
の
演
奏
で
発
表

部
門
１
部
の
幕
が
開
き
、
コ
ー
ル
つ

な
ぎ
の
コ
ー
ラ
ス
、
町
民
講
座
の
韓

国
語
教
室
に
よ
る
漫
談
、
本
年
度
か

ら
新
し
く
加
わ
っ
た
英
会
話
教
室
の

孝
女
千
代
の
朗
読
や
津
奈
木
中
学
校

の
朗
読
・
コ
ー
ラ
ス
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
赤
崎
小
学
校
の
お

手
紙
（
劇
）
に
始
ま
り
、
平
国
小
学

校
の
食
育
に
関
す
る
活
動
発
表
、
津

奈
木
小
学
校
の
平
和
へ
の
祈
り（
劇
）

な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
と
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
て
い

ま
し
た
。

給食バイキングで思い出づくり　ー津奈木中学校で卒業ミニバイキングー

　

　

　

　

３
月
４
日
、
中
学
校
で
「
卒
業
ミ
ニ
バ

イ
キ
ン
グ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

卒
業
記
念
と
し
て
給
食
の
思
い
出
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
ま
た
、
会
食
マ
ナ
ー
の

習
得
と
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
の

大
切
さ
や
自
分
の
必
要
な
量
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
教
育
委
員
会
と
給
食

セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
た
も
の
で
、
今
年
で

８
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
生
徒
た
ち
に
人
気
の
エ
ビ

フ
ラ
イ
や
と
り
つ
く
ね
だ
ん
ご
、
カ
マ
ン

ベ
ー
ル
コ
ロ
ッ
ケ
、
ア
ス
パ
ラ
サ
ラ
ダ
、

ゆ
か
り
お
に
ぎ
り
な
ど
で
、
生
徒
た
ち
は

テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ
た
給
食
を
思
い
思

い
に
よ
そ
っ
て
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
食

べ
て
い
ま
し
た
。

日頃の学習の成果を披露＞＞＞

→
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ
た
料
理
を
前
に
、
生
徒

　

た
ち
も
思
わ
ず
笑
顔
で
す
。

↑赤崎小学校による「お手紙（劇）」の発表の様子

→
コ
ー
ル
つ
な
ぎ
の
コ
ー
ラ
ス
の
様
子

参加団体等一覧

■

発

表

部

門

■

大正琴 琴友会
コールつなぎ
英会話教室（町民講座）
健康ダンス教室
韓国語教室（町民講座）
津奈木中学校コーラス・劇
民謡四季の会
健康太極拳教室（町民講座）
赤崎小学校 お手紙（劇）
ハイビスカス津奈木
平国小学校 活動発表
３Ｂ体操教室（町民講座）
津奈木小学校 平和への祈り（劇）

■
展
示
部
門
■

リフォーム教室
パッチワーク教室
陶芸教室
ちぎり絵教室
津奈木押し花の会
ガーデニング教室
書道愛好会


